
戦後80年、基地のない平和で豊かな沖縄へ

住民の苦難軽減こそ立党の精神

市民のいのちとくらしを守る
「義務教育は無償」――他会派に先がけて提案
学校給食費中学生は無料、小学生は半額補助

署名運動を力に、50年前から取り上げて
子ども医療費中学卒業まで無料

一般会計から国保会計へ毎
年１０億円規模の繰り入れをさ
せて、値上げをおさえる。

沖縄の心・反戦平和をつらぬいて103年

大軍拡の日米政府に立ち向かう

玉城デニー知事を支える

オール沖縄のカナメ
自
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積極
的　提案
悪政
と　対決 国の制度欠陥で赤字のなか

国保税値上げ許さず
企業・団体献金をうけと

らない党だから、利権と関
係なく、追及できます。

清潔つら
ぬく

自民議長、自民市議、市長などの
政治とカネを徹底追及

政権維持へ
オール沖縄の転覆ねらう

沖縄いじめ
沖縄振興予算4年連続削減

●ミサイル増やしコメ減らす――
1980年から2025年に、防衛
費4倍、農水予算3分の2へ。

●アメリカ要求のGDP３％にな
れば、防衛費１８兆円に。 くらし
も財政もめちゃくちゃに。

●軟弱地盤で予算増大、いつ完成
できるか、見通し立たず。

●憲法9条改悪し、「戦争への道」を
すすむ。

「防衛費」をGDP比3％めざす
日米軍事同盟絶対で
大軍拡すすめる

民意をふみにじり、代執行で
辺野古新基地おしつけ

●アメリカとは対等平等の関係に。
●大軍拡中止。トランプ関税撤廃。

日米軍事同盟をやめて
日米友好条約をむすぶ

南西諸島への長距離ミサイル配備
戦火をよびこむ軍事力強化

●那覇新都心は、基地の時代よりも
雇用が200倍、税収が45倍増に。 ●戦争の準備でなく、平和の準備を。

辺野古新基地は中止
米軍基地撤去で経済発展

憲法９条いかした対話の外交で
戦争の心配のない
東アジアに

保革を超えた
大同団結をよびかけ

力あわせて
がんばります
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争点１

市政

争点２

国政

市政でも

アメリカいいなり
軍拡優先の国予算（2025年度）

防衛費 中小企業
対策

8.70
兆円

教育費
（文教関係）

4.12
兆円

農林水産

2.27
兆円

0.17
兆円

争点3

共同

日本共産党市議団は、市民の要求で市政を動かし、くらしを守る先頭に立ってきました。

反戦・平和をつらぬく日本共産党をのばして、大軍拡・新基地おしつけの石破自公政権にノーを。

日本共産党をのばして、同時に行われる参院選、来年の知事選・市長選でのオール沖縄勝利へ
つなげましょう。

●辺野古埋め立てを認めた仲井真元知事。この裏切りに「いまこそ保守・革新をこえ、
建白書で団結しよう」と呼びかけたのが共産党市議団です。
●オール沖縄の知事や、那覇市長、国会議員の誕生へ、誠実に力をつくしてきました。

をのばしてください

自民・公明に加え
維新は予算に賛成

国政でも

ひめゆりは「歴史の書き換え」沖縄戦の実相、史実を歪曲

自民・西田参院議員

自
民
・
公
明

国いいなりの
知念市政支える

政治とカネ追及の
共産党市議を懲罰

●新年度予算で市独自の物価対策が
ない知念市政をささえる。

●自民市議後援会の政治資金報告
書への不記載を質問した共産党市
議団長に対して、懲罰動議を上げる。

しんぶん赤旗
5月23日付
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